












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































。   
（
二
）
実
施
日
程
本
単
元
は
令
和
二
年
一
月
十
日
（
金
）
～
一
月
三
十
一
日
（
金
）
の
期
間
で
、
全
六
回
で
実
施
し
た
。
上
記
期
間
の
選
択
科
目
「
国
語
表
現
」（
週
二
単
位
）
で
実
施
し
た
の
で
、
お
お
よ
そ
週
に
二
回
の
授
業
で
あ
る
。
こ
の
単
元
の
実
施
以
前
に
、
学
習
者
は
夕
霧
と
雲
居
雁
の
諸
恋
に
関
す
る
学
習
（
令
和
元
年
九
月
六
日
（
金
）
～
九
月
二
十
七
日
（
金
）
全
四
回
）
と
夕
霧
と
雲
居
雁
夫
婦
の
家
庭
争
議
を
引
き
起
こ
し
た
き
っ
か
け
で
も
あ
る
柏
木
の
恋
に
関
す
る
学
習
（
令
和
元
年
十
二
月
十
三
日
（
金
）
全
一
回
）
と
を
済
ま
せ
て
い
る
。
学
習
意
欲
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
、
夕
霧
と
雲
居
雁
の
馴
れ
初
め
に
始
ま
っ
て
家
庭
争
議
の
落
ち
に
至
る
ま
で
を
連
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
展
開
に
分
割
す
る
こ
と
で
短
期
集
中
の
形
で
実
施
し
た
。
（
三
）
教
材
本
稿
第
二
節
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、
夕
霧
と
雲
居
雁
の
家
庭
争
議
に
関
わ
る
場
面
の
う
ち
①
～
④
を
教
材
と
し
て
使
用
し
た
。
古
文
ゆ
え
の
学
習
意
欲
の
継
続
や
理
解
度
の
差
を
埋
め
る
た
め
にiPad
、
教
室
の
視
聴
覚
機
器
を
使
用
し
、
― 48 ―
視
覚
的
な
授
業
展
開
も
試
み
た
。
（
四
）
単
元
の
目
標
○
夕
霧
が
と
ら
わ
れ
た
「
色
好
み
」（
＝
「
す
き
者
」）
た
ち
が
共
有
す
る
「
価
値
観
・
世
界
観
」
を
把
握
す
る
。
○
あ
る
特
定
の
「
価
値
観
・
世
界
観
」
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
。
○
特
定
の
「
価
値
観
・
世
界
観
」
と
の
つ
き
あ
い
方
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
言
葉
へ
の
自
覚
を
高
め
る
。
（
五
）
単
元
の
展
開
（
全
六
時
間
）
時
学
習
目
標
主
な
学
習
活
動
一
「
ま
め
人
」
夕
霧
が
「
色
好
み
」（
＝
「
す
き
者
」）
と
な
る
変
遷
を
理
解
す
る
。
プ
リ
ン
ト
①
の
一
枚
目
を
読
解
。
一
条
邸
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
自
宅
（
三
条
邸
）
と
の
比
較
を
読
み
取
る
。
二
夕
霧
が
落
葉
宮
に
惹
か
れ
る
理
由
を
理
解
す
る
。
プ
リ
ン
ト
①
の
二
枚
目
を
読
解
。
夕
霧
の
気
持
ち
の
変
化
を
捉
え
、
夕
霧
の
想
い
を
通
じ
て
当
時
の
恋
愛
事
情
や
趣
を
読
み
取
る
。
三
夕
霧
が
自
宅
に
て
取
っ
た
行
動
に
つ
い
て
理
解
し
、
あ
る
特
定
の
「
価
値
観
・
世
界
観
」
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
。
プ
リ
ン
ト
②
を
読
解
。
雲
居
雁
の
様
子
と
夕
霧
の
行
動
に
つ
い
て
読
み
取
り
、
夕
霧
の
行
動
を
周
囲
が
ど
う
捉
え
る
か
を
考
え
る
。
四
夕
霧
の
加
速
す
る
行
動
と
そ
れ
に
伴
う
雲
居
雁
の
失
意
を
読
み
取
り
、
物
語
の
結
末
の
入
り
口
を
理
解
す
る
。
プ
リ
ン
ト
③
を
読
解
。
夕
霧
と
雲
居
雁
の
行
動
を
そ
れ
ぞ
れ
読
み
取
り
、
二
人
の
心
情
の
変
化
や
歌
の
や
り
と
り
か
ら
見
え
る
夕
霧
の
本
音
を
考
え
る
。
五
物
語
の
結
末
を
読
み
、
夕
霧
の
「
価
値
観
・
世
界
観
」
を
筆
者
は
読
者
に
ど
う
読
ま
せ
た
い
か
を
考
察
す
る
。
プ
リ
ン
ト
④
を
読
解
。
夕
霧
の
行
動
を
読
み
取
り
、
物
語
の
結
末
を
理
解
し
、
作
者
の
意
図
を
考
察
す
る
。
六
最
終
的
に
夕
霧
が
雲
居
雁
、
落
葉
宮
か
ら
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
読
み
取
り
、
本
話
題
に
お
け
る
夕
霧
の
差
し
出
さ
れ
方
を
考
察
す
る
。
読
み
取
っ
た
内
容
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
夕
霧
が
な
ぜ
雲
居
雁
に
許
さ
れ
る
の
か
を
最
終
論
点
と
し
て
考
察
を
深
め
る
。
（
六
）
指
導
上
の
留
意
点
本
単
元
の
授
業
全
て
に
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
が
、
学
習
者
が
古
典
文
学
と
い
う
だ
け
で
毛
嫌
い
し
な
い
よ
う
、漫
画
、ア
ニ
メ
、二
次
創
作
作
品
、映
像
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
使
用
し
、学
習
意
欲
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
た
。
特
に
授
業
者
の
使
用
す
る
語
彙
を
、
学
習
者
が
よ
く
使
用
す
る
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
意
識
を
授
業
に
向
か
わ
せ
た
。
話
題
内
容
に
対
し
て
一
定
の
読
み
が
学
習
者
た
ち
に
共
有
さ
れ
る
に
は
、こ
う
し
た
働
き
か
け
が
必
須
で
あ
る
。
本
単
元
の
山
場
と
な
る
家
庭
争
議
で
、
夕
霧
の
ど
の
よ
う
な
行
為
が
周
囲
を
不
快
に
さ
せ
る
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
単
元
学
習
以
前
に
学
習
者
が
抱
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
、誠
実
で
一
途
な
夕
霧
像
は
、
― 49 ―
本
単
元
で
扱
う
教
材
の
伝
え
る
夕
霧
の
姿
と
は
全
く
異
な
る
の
で
、
両
者
を
比
較
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
常
に
「
ま
め
人
」
で
あ
っ
た
夕
霧
に
立
ち
返
り
、
落
葉
宮
と
の
恋
の
情
趣
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
夕
霧
と
比
較
さ
せ
、
こ
の
夕
霧
の
変
容
を
変
容
と
し
て
と
ら
え
た
上
で
、
そ
れ
が
当
人
も
含
め
た
関
係
者
に
何
を
も
た
ら
し
た
と
描
い
て
あ
る
の
か
を
学
習
者
が
理
解
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
留
意
し
た
。
（
宅
見
朋
子
）
　
　
四　
模
倣
と
「
創
造
」
高
等
学
校
で
は
令
和
四
（
２
０
２
２
）
年
度
か
ら
年
次
進
行
で
新
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
〇
（
２
０
１
８
）
年
三
月
告
示
）
が
実
施
さ
れ
る
。「
今
後
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」（
文
部
科
学
省
）
に
よ
る
と
、
今
は
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
科
書
の
検
定
が
行
わ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
「
論
理
国
語
」
と
「
文
学
国
語
」
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
教
材
が
採
録
さ
れ
る
の
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
で
、
も
っ
と
気
に
な
る
の
が
、
結
果
と
し
て
い
か
に
授
業
が
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
端
を
少
し
だ
け
想
像
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
論
理
国
語
」
と
「
文
学
国
語
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
異
な
り
が
手
が
か
り
に
な
る
。「
論
理
国
語
」
の
目
標
が
「
論
理
的
、
批
判
的
に
考
え
る
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
創
造
的
に
考
え
る
力
を
養
い
、
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
伝
え
合
う
力
を
高
め
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」（『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
30
年
告
示
）』）
と
い
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
文
学
国
語
」
の
そ
れ
が
「
論
理
国
語
」
に
見
え
る
「
論
理
的
、
批
判
的
に
考
え
る
力
」（
傍
線
）
を
「
深
く
共
感
し
た
り
豊
か
に
想
像
し
た
り
す
る
力
」
に
置
き
換
え
、
そ
の
他
の
箇
所
は
全
く
の
同
文
と
な
っ
て
い
る
（
一
方
で
、「
創
造
的
に
考
え
る
力
を
養
」
う
こ
と
は
両
科
目
共
に
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
し
た
い
）。
あ
る
い
は
同
種
の
対
比
が
確
認
で
き
る
「
国
語
科
改
訂
の
趣
旨
及
び
要
点
」
に
、
○　
選
択
科
目
「
論
理
国
語
」
は
、
多
様
な
文
章
等
を
多
面
的
・
多
角
的
に
理
解
し
、
創
造
的
に
思
考
し
て
自
分
の
考
え
を
形
成
し
、
論
理
的
に
表
現
す
る
能
力
を
育
成
す
る
科
目
と
し
て
、
主
と
し
て
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
の
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
の
力
を
育
成
す
る
。
○　
選
択
科
目
「
文
学
国
語
」
は
、
小
説
、
随
筆
、
詩
歌
、
脚
本
等
に
描
か
れ
た
人
物
の
心
情
や
情
景
、
表
現
の
仕
方
等
を
読
み
味
わ
い
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
創
作
に
関
わ
る
能
力
を
育
成
す
る
科
目
と
し
て
、
主
と
し
て
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
の
感
性
・
情
緒
の
側
面
の
力
を
育
成
す
る
。（『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
30
年
告
示
）
解
説　
国
語
編　
平
成
30
年
７
月
』「
国
語
科
改
訂
の
趣
旨
及
び
要
点
」）
と
も
あ
る
よ
う
に
、「
論
理
国
語
」
で
は
「
創
造
的
・
論
理
的
思
考
」
を
育
む
授
業
が
期
待
さ
れ
、「
文
学
国
語
」
で
は
「
感
性
・
情
緒
」
を
育
む
よ
う
な
授
業
（
？
）
が
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
論
理
国
語
」
と
「
文
学
国
語
」
と
を
、
理
智
担
当
と
情
緒
担
当
と
に
切
り
離
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
育
む
。
そ
の
よ
う
な
役
割
分
担
を
意
識
し
た
授
業
作
り
が
な
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
論
理
国
語
」
と
「
文
学
国
語
」
を
互
い
に
二
律
背
反
的
科
目
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
＊ 9
や
、
上
記
二
つ
の
科
目
に
「
古
典
探
求
」
と
「
国
語
表
現
」
を
加
え
て
各
四
単
位
と
す
る
と
い
う
そ
も
そ
も
の
制
度
設
計
＊ 10
な
ど
に
様
々
な
批
判
が
加
え
ら
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、と
り
わ
け
「
文
学
国
語
」
は
、
「
我
々
の
文
化
を
築
く
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
言
語
文
化
」
の
一
つ
で
あ
る
文
学
作
品
を
学
ぶ
こ
と
で
「
今
後
の
文
化
の
継
承
と
創
造
」
に
資
す
― 50 ―
る
科
目
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
＊ 11
の
で
、「
文
学
国
語
」
に
は
、
総
じ
て
批
判
的
な
分
析
の
契
機
が
欠
け
て
い
る
」＊ 12
こ
と
が
五
味
渕
典
嗣
氏
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
性
質
の
新
学
習
指
導
要
領
や
こ
れ
に
関
す
る
解
説
を
踏
ま
え
る
と
、
結
果
と
し
て
、「
文
学
国
語
」
に
お
け
る
「
読
む
こ
と
」
は
、
与
え
ら
れ
た
言
葉
を
受
け
と
め
、「
作
者
」
の
意
図
の
枠
内
で
そ
の
「
効
果
」
を
測
定
し
、「
作
者
」
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
捉
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
読
者
自
身
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
「
深
め
る
」
こ
と
に
終
始
」＊ 13
す
る
。
そ
の
よ
う
な
授
業
に
行
き
着
く
こ
と
を
懸
念
と
と
も
に
予
想
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、「
文
学
国
語
」
で
の
授
業
が
、
教
材
テ
キ
ス
ト
へ
の
賞
賛
に
学
習
者
を
導
き
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
価
値
あ
る
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
今
に
応
用
し
よ
う
と
学
習
者
に
働
き
か
け
る
よ
う
な
形
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
強
く
示
唆
す
る
も
の
だ
。
批
判
の
な
い
「
継
承
」
に
は
同
じ
も
の
の
見
方
・
考
え
方
の
再
生
産
し
か
な
い
。
模
倣
は
新
し
い
何
か
を
作
り
出
す
と
い
う
意
味
で
の
「
創
造
」
と
は
異
な
る
。
そ
の
力
を
「
創
造
的
に
考
え
る
力
」（
＝
「
創
作
に
関
わ
る
能
力
」）
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
確
か
に
危
惧
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
つ
つ
「
文
学
国
語
」
の
授
業
を
行
う
際
に
は
、「
創
造
的
に
考
え
る
力
」（
＝
「
創
作
に
関
わ
る
能
力
」）
を
い
か
に
捉
え
て
い
か
な
る
授
業
を
行
う
の
か
を
意
識
的
に
考
え
る
姿
勢
が
必
要
に
な
ろ
う
。
他
方
、「
文
学
国
語
」
と
同
じ
程
度
か
そ
れ
以
上
に
「
創
造
的
に
考
え
る
力
」（
＝
「
創
作
に
関
わ
る
能
力
」）
を
い
か
に
授
業
で
形
に
す
る
の
か
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
古
典
の
授
業
で
あ
る
。
「
文
学
国
語
」
も
「
古
典
探
求
」
も
、
お
お
よ
そ
の
高
校
一
年
生
が
必
履
修
科
目
と
し
て
履
修
す
る
「
言
語
文
化
」
か
ら
分
化
す
る
科
目
と
み
な
せ
る
の
で
、
「
言
語
文
化
」
に
お
い
て
科
目
目
標
の
一
つ
が
「
言
葉
が
も
つ
価
値
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
読
書
に
親
し
み
自
己
を
向
上
さ
せ
、
我
が
国
の
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
言
葉
を
通
し
て
他
者
や
社
会
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
」
と
さ
れ
て
い
た
ら
、「
文
学
国
語
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
「
古
典
探
求
」
も
「
我
が
国
の
言
語
文
化
」
を
「
自
ら
が
継
承
、
発
展
さ
せ
て
い
く
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
」
の
育
成
と
い
う
科
目
の
位
置
づ
け
は
免
れ
な
い
。
た
だ
し
、「
古
典
探
求
」
は
「
文
学
国
語
」
と
は
や
や
装
い
を
変
え
る
。
と
い
う
の
も
、「
文
学
国
語
」
に
見
え
た
「
今
後
の
文
化
の
継
承
と
創
造
」
と
い
う
言
葉
の
う
ち
「
創
造
」
が
「
発
展
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。「
文
化
の
発
展
と
は
、
先
人
の
築
い
て
き
た
文
化
を
基
盤
と
し
て
更
に
そ
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
文
化
の
創
造
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
化
と
は
異
な
る
新
た
な
文
化
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
」
と
新
学
習
指
導
要
領
解
説
に
明
示
さ
れ
て
い
る（
第
２
章
第
２
節「
言
語
文
化
」）
よ
う
に
、「
古
典
探
求
」
か
ら
は
「
創
造
」
と
い
う
契
機
そ
の
も
の
が
ス
ッ
ポ
リ
と
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
言
語
文
化
」
や
「
古
典
探
求
」
で
の
古
典
の
授
業
と
し
て
、古
典
教
材
を
称
揚
す
る
こ
と
で
「
古
典
に
親
し
む
」
態
度
を
育
む
よ
う
な
授
業
が
招
来
さ
れ
る
。
古
典
は
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
に
深
く
結
び
付
き
、
文
化
の
継
承
と
発
展
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
将
来
、
社
会
で
活
躍
す
る
高
校
生
に
は
、
我
が
国
の
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
養
う
必
要
が
あ
る
。･･･
（
中
略
）･･･
近
現
代
に
至
る
ま
で
の
言
語
文
化
を
理
解
し
親
し
ま
せ
る
指
導
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
古
典
嫌
い
」
の
生
徒
は
、
高
校
卒
業
後
に
古
典
に
意
を
向
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
古
典
の
原
文
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
闇
雲
に
め
ざ
す
の
で
は
な
く
、
我
が
国
に
生
き
る
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
古
典
を
尊
重
す
る
授
業
づ
く
り
へ
の
転
換
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。＊ 14
如
上
は
、
来
た
る
べ
き
新
学
習
指
導
要
領
の
元
で
、
い
か
な
る
古
典
の
授
業
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を
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
い
に
、
大
滝
一
登
氏
（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
視
学
官
）
が
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
古
典
の
授
業
の
形
を
示
唆
す
る
「
我
が
国
に
生
き
る
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
古
典
を
尊
重
す
る
授
業
づ
く
り
」（
傍
線
）
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、「
批
判
的
な
分
析
の
契
機
が
欠
け
て
い
る
」
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
「
古
典
を
尊
重
す
る
」
よ
う
な
授
業
作
り
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ほ
ぼ
疑
い
な
く
「
言
語
文
化
」
や
「
古
典
探
求
」
で
の
古
典
の
授
業
と
し
て
作
品
の
称
揚
や
そ
れ
に
類
す
る
よ
う
な
も
の
が
現
れ
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
事
実
と
し
て
、
既
に
そ
の
よ
う
な
性
質
の
授
業
案
が
新
学
習
指
導
要
領
で
の
古
典
学
習
の
範
例
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
控
え
て
、
授
業
作
り
の
方
向
を
示
す
解
説
本
が
た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
る
の
は
常
の
こ
と
だ
。
先
掲
の
大
滝
氏
の
発
言
も
そ
う
し
た
解
説
本
の
理
論
編
に
見
え
る
も
の
で
、
同
書
に
は
理
論
に
即
し
た
実
践
編
も
あ
り
、
そ
こ
に
古
典
の
範
例
授
業
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
そ
の
範
例
の
中
に
、
学
習
者
た
ち
の
「
復
元
し
た
物
語
と
『
伊
勢
物
語
』「
あ
ず
ま
下
り
」
本
文
と
を
比
較
す
る
と
、
単
に
本
文
の
口
語
訳
を
確
認
す
る
よ
り
も
意
欲
的
に
、
歌
物
語
作
品
を
読
み
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
」、「
和
歌
か
ら
物
語
を
復
元
す
る
」
と
い
う
趣
旨
の
授
業
実
践
＊ 15
が
あ
る
。『
伊
勢
物
語
』「
あ
ず
ま
下
り
」
所
収
和
歌
「
名
に
し
負
は
ば
い
ざ
こ
と
問
は
む
都
鳥
わ
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と
」
を
し
っ
か
り
と
読
ん
だ
上
で
、
こ
の
和
歌
が
詠
ま
れ
た
事
情
を
学
習
者
が
物
語
に
し
て
、
当
の
『
伊
勢
物
語
』「
あ
ず
ま
下
り
」
と
比
較
す
る
と
い
う
授
業
で
あ
る
。
こ
の
授
業
の
成
果
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
「
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
多
く
書
き
す
ぎ
て
、
想
像
の
余
地
が
あ
ま
り
な
い
自
分
た
ち
の
物
語
に
比
べ
て
、
古
典
作
品
の
ほ
う
が
想
像
力
を
か
き
た
て
る
」
と
い
っ
た
生
徒
の
気
づ
き
も
あ
り
、
古
典
の
価
値
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
ら
れ
て
い
た
。
心
情
表
現
に
傾
き
が
ち
な
生
徒
作
品
と
比
較
し
、
情
景
描
写
も
巧
み
な
古
典
作
品
に
は
読
者
の
多
様
な
読
み
を
可
能
と
す
る
豊
か
さ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
ま
で
、「
深
い
学
び
」
を
実
現
で
き
た
。
現
代
と
古
典
と
の
差
異
を
取
り
上
げ
、
後
者
を
高
く
価
値
づ
け
る
。
古
典
教
材
を
称
揚
す
る
こ
と
で
「
古
典
に
親
し
む
」
態
度
を
育
も
う
と
す
る
授
業
の
端
的
な
例
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
次
の
よ
う
な
疑
問
は
残
る
。「
心
情
表
現
に
傾
き
が
ち
な
生
徒
作
品
と
比
較
し
」
て
心
情
表
現
が
少
な
い
古
典
作
品
を
、「
読
者
の
多
様
な
読
み
を
可
能
と
す
る
」
の
で
「
豊
か
」
と
す
る
か
、
逆
に
読
者
に
対
し
て
不
親
切
で
あ
る
か
ら
説
明
不
足
と
す
る
か
。
そ
の
ど
ち
ら
と
も
が
成
立
し
得
る
意
味
づ
け
で
あ
る
と
し
た
な
ら
、
特
定
の
一
方
を
学
習
者
が
選
ん
で
言
葉
に
し
な
け
れ
ば
「
深
い
学
び
」
を
実
現
で
き
た
」
と
は
い
え
な
い
と
、
ど
う
い
う
理
由
で
判
断
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
が
一
つ
。
何
よ
り
、
こ
の
学
習
成
果
が
期
待
で
き
る
教
材
テ
キ
ス
ト
は
必
ず
し
も
『
伊
勢
物
語
』「
あ
づ
ま
下
り
」
に
限
ら
な
い
。
多
く
の
古
典
作
品
で
も
期
待
で
き
そ
う
な
学
習
成
果
が
得
ら
れ
た
と
い
う
点
で
、『
伊
勢
物
語
』「
あ
づ
ま
下
り
」
の
一
体
何
を
読
ん
だ
授
業
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
ひ
と
つ
残
る
疑
問
は
こ
れ
で
あ
る
。
先
の
範
例
授
業
は
「
古
典
を
尊
重
す
る
」
と
こ
ろ
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
古
典
作
品
を
高
く
価
値
付
け
、
応
用
に
ま
で
踏
み
込
む
授
業
例
が
、
漢
文
の
授
業
の
範
例
と
し
て
別
の
解
説
本
に
示
さ
れ
て
い
る
＊ 16
。
使
用
教
材
は
『
実
語
教
』。
『
実
語
教
』
は
「
儒
教
」
の
考
え
方
と
一
部
「
仏
教
」
の
考
え
方
に
即
し
て
人
の
生
き
方
を
教
え
る
テ
キ
ス
ト
で
、
近
世
ま
で
初
学
者
が
読
む
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
二
つ
の
立
場
は
一
方
が
他
方
を
批
判
す
る
よ
う
な
せ
め
ぎ
合
い
の
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
併
存
し
つ
つ
双
方
の
立
場
か
ら
す
る
良
き
生
き
方
を
呼
び
掛
け
る
も
の
な
の
で
、
一
方
的
な
モ
ノ
ロ
ー
グ
で
あ
る
。
授
業
で
は
、こ
の
『
実
語
教
』
の
「
山
高
故
不
貴　
以
有
樹
為
貴
」
に
注
目
さ
せ
、
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「
何
か
の
役
に
立
っ
て
、
初
め
て
価
値
が
生
ま
れ
る
」
内
容
で
あ
る
こ
と
を
理
解
」
し
、
そ
の
内
容
を
「
様
々
な
視
点
に
置
き
換
え
て
捉
え
、
考
え
を
発
表
す
る
」
と
い
う
学
習
を
皮
切
り
に
、『
実
語
教
』
全
文
か
ら
今
に
も
応
用
で
き
る
教
え
を
取
り
出
し
、
具
体
的
な
応
用
例
を
学
習
者
が
発
表
す
る
と
い
う
授
業
実
践
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
授
業
者
は
、
教
材
を
選
ぶ
際
の
留
意
点
と
し
て
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
指
針
に
な
る
よ
う
な
教
材
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
、
教
材
と
し
て
選
ば
れ
た
『
実
語
教
』
は
学
習
者
に
と
っ
て
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
指
針
に
な
る
よ
う
な
」「
普
遍
的
価
値
」＊ 17
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
つ
ま
り
授
業
者
に
と
っ
て
既
に
『
実
語
教
』
へ
の
価
値
付
け
は
終
わ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
授
業
で
は
、
教
材
本
文
を
高
く
価
値
づ
け
る
よ
う
な
手
順
を
す
ら
踏
ま
な
い
。
自
明
的
に
価
値
あ
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
学
習
者
に
落
と
し
込
ん
で
そ
の
実
践
を
迫
る
よ
う
な
授
業
の
好
例
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、「
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
多
く
書
き
す
ぎ
て
、
想
像
の
余
地
が
あ
ま
り
な
い
自
分
た
ち
の
物
語
に
比
べ
て
、
古
典
作
品
の
ほ
う
が
想
像
力
を
か
き
た
て
る
」
や
「
昔
は
今
と
違
っ
て
感
性
が
豊
か
で
、
気
持
ち
を
言
葉
に
す
る
と
き
の
言
葉
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
だ
と
思
っ
た
」＊ 18
、「
当
時
の
人
た
ち
は
私
た
ち
よ
り
も
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
感
性
が
豊
か
だ
っ
た
の
だ
な
あ
と
思
わ
さ
れ
た
」＊ 19
と
い
っ
た
よ
う
な
、
古
典
世
界
へ
の
称
揚
の
言
葉
を
学
習
者
が
産
出
し
、
そ
の
〈
優
れ
た
〉
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
今
に
転
用
す
る
場
と
し
て
の
古
典
の
授
業
が
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
古
典
世
界
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
の
中
に
は
そ
れ
自
体
が
誰
か
を
不
幸
に
す
る
原
因
で
あ
る
か
ら
「
言
語
文
化
の
継
承
」
の
中
で
模
倣
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
＊ 20
。
そ
の
判
断
や
扱
い
方
は
教
え
る
側
の
責
任
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
先
に
示
し
た
『
実
語
教
』
の
よ
う
な
授
業
を
行
う
授
業
者
の
存
在
は
そ
の
責
任
を
「
普
遍
的
価
値
」
と
い
う
美
名
の
も
と
一
顧
だ
に
し
な
い
危
う
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。悪
し
き
も
の
と
認
め
ら
れ
た
も
の
の
見
方
・
考
え
方
が
蘇
る
こ
と
は
「
発
展
」
と
は
呼
べ
な
い
だ
ろ
う
。「
言
語
文
化
」
や
「
古
典
探
求
」
で
の
古
典
の
授
業
作
り
が
、「
文
学
国
語
」
と
同
じ
程
度
か
そ
れ
以
上
に
「
創
造
的
に
考
え
る
力
」（
＝
「
創
作
に
関
わ
る
能
力
」）
を
い
か
に
授
業
で
形
に
す
る
の
か
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
。
　
　
五　
尊
重
し
て
獲
得
す
る
結
果
と
し
て
の
古
典
こ
の
「
古
典
を
尊
重
す
る
」
方
向
で
の
授
業
作
り
に
、「
我
が
国
に
生
き
る
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
古
典
」
と
い
う
古
典
観
が
合
流
す
れ
ば
、
「
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
「
古
典
離
れ
」
が
言
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
古
典
」
は
現
代
と
は
隔
絶
さ
れ
た
「
別
物
」
と
い
う
意
識
が
、
学
ぶ
側
に
も
学
ば
せ
る
側
に
も
な
い
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
う
。「
古
文
入
門
」
に
お
い
て
は
、
現
代
の
社
会
（
生
活
）
の
中
に
ど
の
よ
う
に
「
古
典
（
古
文
）」
が
息
づ
い
て
い
る
か
に
気
づ
か
せ
る
よ
う
な
教
材
や
指
導
法
が
必
要
で
あ
る
」＊ 21
と
し
て
、
古
典
と
現
代
と
の
連
続
性
を
確
認
す
る
こ
と
で
今
に
生
き
る
学
習
者
を
古
典
世
界
と
同
化
さ
せ
る
よ
う
な
授
業
も
き
っ
と
現
れ
る
は
ず
だ
。
予
想
さ
れ
る
古
典
の
授
業
作
り
と
し
て
も
う
一
つ
取
り
上
げ
た
い
の
が
こ
の
類
型
で
あ
る
。
例
え
ば
、
古
典
と
今
と
の
連
続
性
を
確
認
し
て
古
典
世
界
と
学
習
者
と
を
同
定
さ
せ
る
よ
う
な
範
例
授
業
と
し
て
、
現
代
ま
で
自
国
で
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
「
桜
」
を
取
り
上
げ
、
古
典
で
語
ら
れ
る
「
桜
」
と
現
代
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
い
う
授
業
実
践
が
報
告
さ
れ
て
い
る
＊ 22
。
そ
こ
で
は
、
学
習
者
は
古
典
の
桜
に
関
す
る
様
々
な
資
料
に
接
し
、
そ
の
数
の
多
さ
に
驚
き
、
桜
を
詠
ん
だ
古
典
世
界
の
広
が
り
に
感
心
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
桜
が
散
る
こ
と
に
つ
い
て
、
学
習
者
の
多
く
は
、「
美
し
い
」
と
感
じ
る
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中
で
、
古
典
作
品
で
は
「
は
か
な
さ
」
や
「
さ
び
し
さ
」「
無
情
」
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、そ
の
違
い
に
つ
い
て
関
心
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
相
違
が
、
時
代
を
構
成
す
る
社
会
の
違
い
に
あ
る
こ
と
な
ど
に
も
、
思
考
を
広
げ
て
い
た
。
成
果
の
一
つ
は
、
生
徒
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
来
春
の
桜
を
見
る
目
が
違
っ
て
く
る
と
思
う
」
な
ど
、
古
典
の
世
界
に
接
す
る
こ
と
で
、
学
習
者
が
現
代
の
自
分
た
ち
の
世
界
や
社
会
を
強
く
意
識
し
た
こ
と
で
あ
る
。
古
典
を
学
ぶ
こ
と
が
、
自
ら
の
生
活
や
感
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
実
感
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
実
感
が
、
生
涯
に
わ
た
り
古
典
に
接
す
る
素
地
の
一
つ
に
な
る
と
、
考
え
る
。
と
授
業
の
成
果
が
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
授
業
で
学
習
者
が
ま
ず
確
認
で
き
た
の
は
、「
学
習
者
は
古
典
の
桜
に
関
す
る
様
々
な
資
料
に
接
し
、
そ
の
数
の
多
さ
に
驚
き
、桜
を
詠
ん
だ
古
典
世
界
の
広
が
り
に
感
心
を
し
て
い
た
」（
傍
線
）
と
あ
る
よ
う
に
、
今
も
昔
も
日
本
人
が
特
別
な
愛
着
を
「
桜
」
に
示
し
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
（
＝
連
続
性
の
確
認
）。
そ
し
て
、
学
習
成
果
と
し
て
「
来
春
の
桜
を
見
る
目
が
違
っ
て
く
る
と
思
う
」（
二
重
傍
線
）
と
い
う
「
生
徒
の
言
葉
」
を
挙
げ
る
の
は
、「
桜
が
散
る
こ
と
」
を
見
て
も
「
美
し
い
」
と
感
じ
る
だ
け
で
あ
っ
た
学
習
者
が
こ
れ
か
ら
は
古
典
の
感
じ
方
を
踏
ま
え
て
「
桜
が
散
る
こ
と
」
を
受
け
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
授
業
者
が
判
断
し
た
か
ら
だ
ろ
う
（
＝
学
習
者
と
古
典
世
界
と
の
同
化
）。
連
続
し
て
「
我
が
国
に
生
き
る
者
」
に
愛
さ
れ
た
「
桜
」
に
着
目
し
、
古
典
と
今
と
の
連
続
性
を
踏
ま
え
た
上
で
学
習
者
に
古
典
世
界
と
の
同
化
を
迫
る
、
と
て
も
ま
と
ま
り
の
あ
る
授
業
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
こ
で
は
、「
桜
が
散
る
こ
と
」
の
意
味
の
差
異
は
同
じ
日
本
人
と
い
う
連
続
性
の
元
に
、
同
化
し
て
模
倣
す
べ
き
意
味
と
し
て
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
、
先
行
す
る
意
味
に
抗
っ
て
、
新
た
な
意
味
を
そ
こ
に
付
与
し
よ
う
と
し
た
、差
異
の
「
創
造
」
に
関
わ
る
誰
か
の
営
み
は
単
に
「
時
代
を
構
成
す
る
社
会
の
違
い
」
と
い
う
、
模
倣
す
る
時
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
幾
つ
か
の
結
果
の
一
つ
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
、「
桜
が
散
る
こ
と
」
と
は
「
古
典
作
品
で
は
「
は
か
な
さ
」
や
「
さ
び
し
さ
」「
無
情
」
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
捉
え
方
の
束
を
こ
そ
問
い
か
け
る
古
典
作
品
が
、
こ
の
授
業
プ
ラ
ン
で
は
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
「
田
舎
児
、
桜
ノ
散
ヲ
見
泣
事
」（「
巻
一
の
一
三
」）
と
い
う
話
題
が
あ
る
。
美
し
く
咲
き
誇
っ
た
桜
の
花
が
激
し
い
風
に
吹
き
付
け
ら
れ
て
散
る
の
を
、
比
叡
山
に
い
た
「
田
舎
児
」
が
目
に
し
て
泣
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
僧
の
、
や
わ
ら
よ
り
て
、「
な
ど
、
か
う
は
泣
か
せ
給
ふ
ぞ
。
こ
の
花
の
散
る
を
惜
し
う
お
ぼ
え
さ
せ
給
か
。
桜
は
は
か
な
き
物
に
て
、
か
く
程
な
く
う
つ
ろ
ひ
候
な
り
。さ
れ
ど
も
、さ
の
み
ぞ
さ
ぶ
ら
ふ
」と
な
ぐ
さ
め
け
れ
ば
、
「
桜
の
散
ら
む
は
、
あ
な
が
ち
に
い
か
ゞ
せ
ん
、
苦
し
か
ら
ず
。
我
父
の
作
た
る
麦
の
花
散
り
て
、
実
の
い
ら
ざ
ら
ん
、
思
ふ
が
わ
び
し
き
」
と
い
ひ
て
、
さ
く
り
あ
げ
て
、「
よ
ゝ
」
と
泣
き
け
れ
ば
、
う
た
て
し
や
な
。＊ 23
と
い
う
話
題
で
あ
る
。「
田
舎
の
児
」へ
の
僧
の
近
づ
き
方（
傍
線
）や
僧
が「
田
舎
児
」
に
対
し
て
敬
意
表
現
を
使
っ
て
話
し
か
け
て
い
る
こ
と
（
男
女
関
係
が
濃
厚
に
な
る
と
男
君
は
女
君
に
対
し
て
、
た
と
え
年
下
で
あ
っ
て
も
敬
意
表
現
を
用
い
る
。
例
え
ば
若
紫
に
対
す
る
光
源
氏
の
敬
意
）
な
ど
か
ら
、
男
色
関
係
を
強
く
臭
わ
せ
る
話
題
で
あ
る
。
桜
が
散
っ
て
い
て
、
か
つ
、
そ
れ
に
涙
す
る
人
が
い
る
と
い
う
現
実
を
前
に
し
て
、
て
っ
き
り
「
田
舎
児
」
の
涙
は
「
こ
の
花
の
散
る
を
惜
し
う
お
ぼ
え
さ
せ
給
」
う
た
め
だ
と
思
い
込
ん
だ
僧
が
、
相
手
の
情
趣
の
高
ま
り
を
好
機
と
見
て
「
田
舎
児
」
に
言
い
寄
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、「
田
舎
児
」
の
涙
は
、
桜
を
散
ら
す
激
し
い
風
に
、
麦
を
育
て
る
父
の
労
苦
を
見
て
取
っ
て
悲
し
み
の
あ
ま
り
に
流
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
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別
に
「
桜
の
散
ら
む
は
、
あ
な
が
ち
に
い
か
ゞ
せ
ん
、
苦
し
か
ら
ず
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
こ
の
僧
は
「
田
舎
児
」
を
籠
絡
す
る
こ
と
に
失
敗
す
る
。
「
桜
の
散
る
こ
と
」
を
「
惜
し
」
ん
だ
り
「
は
か
な
き
物
」
と
し
た
り
す
る
特
定
の
捉
え
方
で
し
か
目
の
前
の
現
実
を
解
釈
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
他
者
を
理
解
し
損
ね
た
と
い
う
話
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
桜
が
散
る
こ
と
」
に
「
は
か
な
さ
」
や
「
さ
び
し
さ
」「
無
情
」
を
見
い
だ
す
都
風
（
王
朝
雅
）
の
捉
え
方
を
、
そ
れ
一
辺
倒
で
あ
る
の
は
お
か
し
く
な
い
か
と
問
い
か
け
、
王
朝
雅
が
取
り
こ
ぼ
し
が
ち
な
他
者
（
田
舎
＝
鄙
）
の
存
在
を
顕
在
化
す
る
こ
と
で
答
え
よ
う
と
す
る
編
者
の
営
み
が
確
か
に
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
話
題
は
、
先
の
授
業
プ
ラ
ン
で
は
ど
う
位
置
づ
く
の
だ
ろ
う
か
。
例
外
か
、
そ
れ
と
も
、「
田
舎
児
」
は
「
桜
が
散
る
こ
と
」
に
意
味
づ
け
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
排
除
か
。
し
か
し
、
特
定
の
捉
え
方
が
ど
う
い
う
共
同
体
で
流
通
し
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
何
か
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
、
先
行
す
る
類
型
的
表
現
の
限
界
を
見
定
め
よ
う
と
す
る
営
み
。
こ
の
よ
う
な
営
み
な
く
し
て
言
葉
の
創
造
は
な
い
は
ず
だ
。
　
過
去
の
結
果
を
模
倣
す
る
こ
と
が
「
言
語
文
化
の
継
承
」
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
と
、
授
業
者
は
創
造
さ
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
の
側
だ
け
に
着
目
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
古
典
の
学
習
に
お
い
て
学
習
者
か
ら
創
造
に
関
わ
る
人
の
言
葉
の
営
み
と
出
会
う
機
会
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。「
桜
が
散
る
こ
と
」
の
意
味
を
問
い
か
け
、
更
新
し
よ
う
と
す
る
言
葉
の
営
み
。「
桜
が
散
る
こ
と
」
の
意
味
が
複
数
あ
る
と
い
う
結
果
に
は
、
そ
う
し
た
営
み
が
当
然
あ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
に
「
桜
が
散
る
こ
と
」
を
重
視
す
る
こ
と
そ
の
も
の
を
問
い
か
け
て
、
そ
れ
を
共
有
す
る
共
同
体
の
ま
な
ざ
し
の
閾
を
炙
り
出
そ
う
と
す
る
言
葉
の
営
み
。そ
こ
に
は
、同
じ
対
象
に
様
々
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
結
果
を
我
々
の
感
じ
方
と
し
て
自
己
同
定
し
、
同
様
の
表
現
を
産
出
し
よ
う
と
す
る
こ
と
へ
の
疑
念
が
あ
る
は
ず
だ
。
こ
う
し
た
創
造
的
な
言
葉
の
営
み
な
く
し
て
、「
言
語
文
化
の
継
承
」
は
あ
り
得
な
い
。「
言
語
文
化
の
継
承
」
を
「
発
展
」
と
い
う
言
葉
で
「
創
造
」
と
切
り
離
し
て
、
結
果
と
し
て
の
古
典
の
模
倣
を
ば
か
り
迫
る
学
習
で
は
、
学
習
者
は
「
言
語
文
化
の
継
承
」
の
実
態
の
多
く
を
取
り
こ
ぼ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
　
六　
本
単
元
の
成
果
と
課
題
古
典
の
学
習
を
通
し
て
「
言
語
文
化
の
継
承
」
の
最
中
に
あ
る
古
典
作
品
の
、
言
葉
の
創
造
に
関
わ
る
局
面
と
学
習
者
が
出
会
う
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
出
会
い
の
中
で
、
テ
キ
ス
ト
の
言
葉
の
営
み
を
学
習
者
が
検
討
し
、
自
ら
も
種
々
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
出
す
一
員
と
し
て
自
ら
の
言
葉
の
営
み
を
自
覚
し
創
造
に
関
わ
る
言
葉
の
営
み
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
こ
と
。
学
習
者
の
「
言
語
文
化
の
継
承
」
の
過
程
を
、
や
や
創
造
の
側
に
傾
き
な
が
ら
考
え
て
粗
描
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
に
と
っ
て
先
行
す
る
「
言
語
文
化
」
と
し
て
、
恋
の
情
趣
に
耽
溺
す
る
「
色
好
み
」
た
ち
の
お
話
は
た
く
さ
ん
あ
る
。「
色
好
み
と
い
は
る
る
か
ぎ
り
五
人
」（『
竹
取
物
語
』）
や
「
む
か
し
お
と
こ
」（『
伊
勢
物
語
』）、「
兼
雅
」（『
う
つ
ほ
物
語
』）、「
道
頼
」（『
落
窪
物
語
』）、
な
ど
で
あ 
る
。
こ
こ
に
、
同
じ
人
物
が
創
作
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
一
端
形
に
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、
そ
れ
は
既
に
有
る
も
の
と
い
う
意
味
で
の
「
言
語
文
化
」
と
し
て
そ
の
人
物
に
は
映
る
だ
ろ
う
か
ら
、
夕
霧
に
先
行
す
る
「
光
源
氏
」（『
源
氏
物
語
』）
を
加
え
て
も
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。
散
逸
し
た
物
語
も
含
め
れ
ば
こ
れ
ら
の
「
色
好
み
」
が
情
趣
深
い
恋
に
生
き
る
お
話
は
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ろ
う
。「
色
好
み
」
と
し
て
の
夕
霧
は
、
こ
う
し
た
「
言
語
文
化
」
を
「
継
承
」
す
る
過
程
で
描
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
本
稿
で
取
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り
上
げ
た
単
元
学
習
に
お
い
て
学
習
者
が
夕
霧
を
批
判
的
に
差
し
出
す
『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
の
叙
述
を
検
討
し
た
こ
と
は
、
夕
霧
の
よ
う
に
恋
の
情
趣
に
耽
溺
す
る
「
色
好
み
」
た
ち
へ
の
、『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
の
問
い
か
け
と
出
会
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
授
業
者
に
よ
る
と
、
そ
の
学
習
過
程
に
お
い
て
「
夕
霧
の
凝
り
固
ま
っ
た
価
値
観
に
振
り
回
さ
れ
る
周
囲
や
、
そ
れ
に
気
づ
け
な
い
自
身
の
愚
か
さ
、
怖
さ
に
言
及
し
た
」
学
習
者
の
発
言
が
散
見
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
の
創
造
に
関
わ
る
言
葉
の
営
み
を
学
習
者
が
相
手
取
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
こ
れ
が
本
単
元
の
成
果
で
あ
る
。
一
方
で
課
題
は
、「
色
好
み
」の
価
値
観
・
世
界
観
と
夕
霧
の
関
わ
り
方
を
、『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
の
叙
述
を
踏
ま
え
て
学
習
者
が
問
い
深
め
る
に
は
今
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
言
語
文
化
」
と
し
て
の
「
色
好
み
」
た
ち
は
、
た
と
え
多
少
の
困
難
が
恋
路
を
妨
げ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
諦
め
な
い
姿
を
こ
そ
伝
え
る
。
お
ろ
か
な
る
人
は
、「
よ
う
な
き
あ
り
き
は
、
よ
し
な
か
り
け
り
」
と
て
、
来
ず
な
り
に
け
り
。
そ
の
中
に
な
ほ
い
ひ
け
る
は
、
色
好
み
と
い
は
る
る
か
ぎ
り
五
人
、
思
ひ
や
む
時
な
く
、
夜
昼
来
け
り
。＊ 24
ど
れ
ほ
ど
か
ぐ
や
姫
の
家
の
周
辺
を
う
ろ
つ
い
て
も
彼
女
に
至
る
何
の
手
が
か
り
も
得
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
諦
め
る
の
は
「
お
ろ
か
な
る
人
」
で
あ
っ
て
、
真
の
「
色
好
み
」
た
る
者
「
思
ひ
や
む
」
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
た
と
え
そ
の
困
難
の
行
き
着
く
先
が
身
の
破
滅
で
あ
っ
た
と
し
て
も
で
あ
る
。
つ
ゐ
に
ほ
ろ
び
ぬ
べ
し
と
て
、
こ
の
お
と
こ
、「
い
か
に
せ
ん
。
わ
が
か
ゝ
る
心
や
め
た
ま
へ
」
と
仏
神
に
も
申
け
れ
ど
、
い
や
ま
さ
り
に
の
み
お
ぼ
え
つ
ゝ
、
猶
わ
り
な
く
恋
し
う
の
み
お
ぼ
え
け
れ
ば
、･･･
（
後
略
）･･･
。＊ 25
従
っ
て
、
恋
の
執
着
心
に
よ
っ
て
本
当
に
困
っ
た
結
果
を
招
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
新
た
な
恋
に
向
か
う
駆
動
力
に
な
り
こ
そ
す
れ
嫌
気
が
さ
す
な
ど
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
Ａ　
山
里
の
心
地
し
て
も
の
あ
は
れ
な
る
を
、「
か
の
人
々
の
言
ひ
し
葎
の
門
は
、
か
う
や
う
な
る
所
な
り
け
む
か
し
。
げ
に
心
苦
し
く
ら
う
た
げ
な
ら
ん
人
を
こ
こ
に
す
ゑ
て
、
う
し
ろ
め
た
う
恋
し
と
思
は
ば
や
」。（「
末
摘
花
」
巻
三
五
頁
）
先
輩
「
色
好
み
」
か
ら
恋
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
光
源
氏
は
、
そ
の
教
え
に
適
っ
た
末
摘
花
邸
の
雰
囲
気
や
恋
の
ラ
イ
バ
ル
の
出
現
に
よ
っ
て
、
本
来
な
ら
入
念
に
行
う
下
調
べ
を
飛
ば
し
て
闇
雲
に
末
摘
花
と
関
係
を
結
ぶ
。
た
だ
、
実
事
に
及
ん
だ
時
に
抱
い
た
違
和
感
は
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
日
の
差
す
方
へ
と
末
摘
花
を
誘
う
と
、
果
た
し
て
胴
長
の
姿
態
に
「
さ
れ
ば
よ
と
胸
つ
ぶ
れ
ぬ
」（「
末
摘
花
」
巻
三
三
頁
）。
加
え
て
ユ
ニ
ー
ク
な
鼻
と
痩
せ
ぎ
す
。
し
か
し
、
器
量
よ
し
と
は
い
え
な
い
姫
君
と
関
係
を
持
っ
た
と
い
う
の
に
、末
摘
花
邸
の
雰
囲
気
は
教
え
通
り
（
＝
「
か
の
人
々
の
言
ひ
し
葎
の
門
は
、
か
う
や
う
な
る
所
な
り
け
む
か
し
」）
な
の
で
末
摘
花
は
ど
こ
か
別
の
と
こ
ろ
で
庇
護
し
て
「
げ
に
心
苦
し
く
ら
う
た
げ
な
ら
ん
人
を
こ
こ
に
す
ゑ
て
、
う
し
ろ
め
た
う
恋
し
と
思
は
ば
や
」。
こ
の
よ
う
に
光
源
氏
は
意
を
新
た
に
す
る
の
で
あ
る
。
直
面
す
る
困
難
が
夕
霧
と
の
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
う
な
の
だ
が
、
恋
の
情
趣
を
追
い
か
け
た
せ
い
で
夕
顔
を
喪
う
は
め
に
な
っ
て
も
、
そ
の
面
影
を
理
想
化
し
て
替
わ
り
得
る
姫
君
を
以
後
追
い
求
め
る
光
源
氏
の
姿
も
認
め
ら
れ
る
の
で
、
招
い
た
困
難
の
程
度
に
関
わ
ら
ず
言
え
そ
う
だ
。
夕
霧
の
よ
う
に
、
１　
「
い
か
な
る
人
、
か
う
や
う
な
る
こ
と
を
か
し
う
お
ぼ
ゆ
ら
む
」
な
ど
、
物
懲
り
し
ぬ
べ
う
お
ぼ
え
た
ま
ふ
。（「
夕
霧
」
巻
一
六
七
頁
）
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な
ど
と
、
古
女
房
の
機
嫌
を
損
ね
た
程
度
の
窮
地
に
慌
て
ふ
た
め
く
こ
と
は
な
い
。
ま
し
て
、
窮
地
に
あ
っ
て
も
襲
い
来
る
恋
情
を
自
覚
し
て
、
結
局
「
色
好
み
」
の
感
じ
方
（
価
値
観
・
世
界
観
）
を
突
き
放
し
「
物
懲
り
」
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
夕
霧
の
「
物
懲
り
」
は
、
そ
こ
に
「
言
語
文
化
」
と
し
て
あ
る
「
色
好
み
」
と
の
異
な
り
を
認
め
る
な
ら
、
そ
の
差
異
を
創
造
す
る
に
至
っ
た 
『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
の
思
索
を
考
え
る
、
今
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
。
『
源
氏
物
語
』テ
キ
ス
ト
に
と
っ
て
類
型
的
な「
言
語
文
化
」と
し
て
の「
色
好
み
」
た
ち
は
決
し
て
自
ら
の
恋
情
を
抑
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
「
言
語
文
化
」
に
対
し
て
何
を
問
い
か
け
、
情
趣
深
い
恋
に
取
り
憑
か
れ
た
我
が
身
を
捉
え
直
し
、「
色
好
み
」
の
価
値
観
・
世
界
観
と
距
離
を
取
り
得
た
夕
霧
を
、
結
果
と
し
て
描
き
出
し
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
い
か
ら
す
る
考
察
で
あ
る
。
こ
の
問
い
へ
の
展
開
を
授
業
で
開
き
な
が
ら
、
教
材
本
文
を
踏
ま
え
て
学
習
者
が
『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
の
思
索
を
検
討
で
き
な
か
っ
た
の
が
本
単
元
の
課
題
で
あ
る
。
本
単
元
で
言
え
ば
こ
の
問
い
へ
の
学
習
者
の
取
り
組
み
は
、
本
論
第
三
節
「（
五
）
単
元
の
展
開
」
表
中
の
第
六
時
に
見
え
る
「
読
み
取
っ
た
内
容
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
夕
霧
が
な
ぜ
雲
居
雁
に
許
さ
れ
る
の
か
を
最
終
論
点
と
し
て
考
察
を
深
め
る
。」
と
い
う
学
習
活
動
に
当
た
る
。
こ
の
学
習
活
動
に
は
、
夕
霧
が
「
物
懲
り
」
を
経
て
「
色
好
み
」
の
世
界
観
・
価
値
観
と
の
過
度
の
接
近
を
改
め
る
こ
と
が
な
ぜ
で
き
た
の
か
と
い
う
展
開
を
生
む
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
夕
霧
が
な
ぜ
雲
居
雁
に
許
さ
れ
る
の
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
焦
点
と
な
る
主
体
が
「
雲
居
雁
」
に
移
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
授
業
者
に
よ
る
と
、
学
習
者
の
読
み
の
習
慣
と
し
て
恋
愛
物
語
で
は
ヒ
ロ
イ
ン
に
心
情
を
寄
せ
つ
つ
読
も
う
と
す
る
、「
恋
愛
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
読
み
が
横
行
し
」
た
た
め
、
学
習
者
の
視
点
が
雲
居
雁
に
集
ま
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
と
の
こ
と
。
そ
の
た
め
、
こ
の
学
習
活
動
で
は
「
物
懲
り
」
に
至
る
こ
と
の
で
き
た
夕
霧
の
特
徴
的
な
在
り
方
、
そ
こ
に
も
『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
の
先
行
す
る
「
色
好
み
」
た
ち
へ
の
問
い
か
け
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
「
色
好
み
」
の
価
値
観
・
世
界
観
と
の
関
わ
り
方
か
ら
検
討
し
よ
う
と
し
た
学
習
者
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
２　
「
か
や
う
な
る
あ
た
り
に
、
思
ひ
の
ま
ま
な
る
す
き
心
あ
る
人
は
、
静
む
る
こ
と
な
く
て
、
さ
ま
あ
し
き
け
は
ひ
を
も
あ
ら
は
し
、
さ
る
ま
じ
き
名
を
も
立
つ
る
ぞ
か
し
」
な
ど
、
思
ひ
つ
づ
け
つ
つ
掻
き
鳴
ら
し
た
ま
ふ
。
（「
横
笛
」
巻
六
三
頁
）
３　
「
人
の
上
な
ど
に
て
、か
や
う
の
す
き
心
思
ひ
焦
ら
る
る
は
、も
ど
か
し
う
、
う
つ
し
心
な
ら
ぬ
こ
と
に
見
聞
き
し
か
ど
、
身
の
事
に
て
は
、
げ
に
い
と
た
へ
が
た
か
る
べ
き
わ
ざ
な
り
け
り
。
あ
や
し
や
。
な
ど
か
う
し
も
思
ふ
べ
き
心
焦
ら
れ
ぞ
」
と
思
ひ
返
し
た
ま
へ
ど
、
え
し
も
か
な
は
ず
。（「
夕
霧
」
巻
一
四
四
頁
）
用
例
２
は
、
夕
霧
が
落
葉
宮
邸
の
情
趣
深
さ
に
心
打
た
れ
た
場
面
で
、
用
例
３
は
落
葉
宮
へ
の
想
い
に
と
ら
わ
れ
た
自
ら
を
夕
霧
が
思
い
返
す
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
夕
霧
の
心
情
に
共
通
す
る
の
は
、
目
の
前
の
景
観
や
自
ら
の
心
の
動
き
を
、「
色
好
み
」（
＝
「
思
ひ
の
ま
ま
な
る
す
き
心
あ
る
人
」）
た
ち
の
側
か
ら
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
だ
。
た
だ
し
、
夕
霧
に
と
っ
て
そ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
「
色
好
み
」
た
ち
の
様
態
は
、
括
弧
で
示
し
た
よ
う
に
「
さ
ま
あ
し
き
け
は
ひ
」「
さ
る
ま
じ
き
名
」「
う
つ
し
心
な
ら
ぬ
こ
と
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
評
価
が
貼
り
付
く
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
落
葉
宮
と
の
恋
の
情
趣
に
走
る
ま
で
の
夕
霧
は
「
色
好
み
」
た
ち
を
批
判
的
に
眺
め
る
立
場
で
物
事
を
捉
え
る
人
で
あ
っ
た
＊ 26
。
だ
か
ら
、
た
と
え
夕
霧
自
ら
が
落
葉
宮
邸
の
情
趣
に
感
動
し
落
葉
宮
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
て
も
そ
の
よ
う
な
自
己
と
「
思
ひ
― 57 ―
の
ま
ま
な
る
す
き
心
あ
る
人
」
と
は
、実
態
は
重
な
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
夕
霧
に
と
っ
て
は
重
な
ら
ず
（
用
例
２
）、「
色
好
み
」
た
ち
の
様
態
と
自
ら
の
心
の
動
き
と
の
重
な
り
を
認
め
た
と
し
て
も
「
あ
や
し
や
」
と
い
う
疑
問
が
残
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
用
例
３
）
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
色
好
み
」
の
価
値
観
・
世
界
観
を
批
判
で
き
る
立
場
に
生
き
て
き
た
夕
霧
に
と
っ
て
、「
色
好
み
」
の
よ
う
に
自
ら
を
取
り
巻
く
景
観
に
恋
に
繋
が
る
情
趣
深
さ
を
見
い
だ
し
た
と
し
て
も
他
人
事
で
（
用
例
２
）、「
色
好
み
」
め
い
た
「
す
き
心
思
ひ
焦
ら
る
る
」
自
ら
の
心
の
動
き
に
は
ど
こ
か
腑
に
落
ち
な
い
感
触
が
残
る
の
で
あ
っ
て
（
用
例
３
）、
そ
の
感
触
が
極
限
に
ま
で
膨
ら
ん
だ
（
用
例
１
）
結
果
、「
物
懲
り
」
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
色
好
み
」
の
価
値
観
・
世
界
観
と
の
夕
霧
の
関
わ
り
方
に
着
目
す
る
と
、「
色
好
み
」
た
ち
と
は
異
な
る
立
場
を
時
折
持
ち
込
み
、「
色
好
み
」
た
ち
へ
の
疑
問
を
手
放
さ
な
か
っ
た
夕
霧
の
特
徴
的
な
在
り
方
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
掲
の
用
例
Ａ
に
見
え
る
、
光
源
氏
が
「
色
好
み
」
た
ち
の
教
え
を
引
き
寄
せ
て
、
積
極
的
に
情
趣
深
い
恋
の
実
践
を
思
う
（
＝
「
げ
に
心
苦
し
く
ら
う
た
げ
な
ら
ん
人
を
こ
こ
に
す
ゑ
て
、う
し
ろ
め
た
う
恋
し
と
思
は
ば
や
」
（
Ａ
）
姿
と
比
べ
る
と
全
く
異
な
る
。一
方
の
光
源
氏
は
、「
色
好
み
」の
価
値
観
・
世
界
観
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
何
の
迷
い
も
な
い
の
で
、
北
山
で
若
紫
を
見
い
だ
し
た
ら
、
「
あ
は
れ
な
る
人
を
見
つ
る
か
な
。
か
か
れ
ば
、
こ
の
す
き
者
ど
も
は
、
か
か
る
歩
き
を
の
み
し
て
、
よ
く
さ
る
ま
じ
き
人
を
も
見
つ
く
る
な
り
け
り
。
た
ま
さ
か
に
立
ち
出
づ
る
だ
に
、
か
く
思
ひ
の
外
な
る
こ
と
を
見
る
よ
」。（「
若
紫
」
一
七
一
頁
）
と
、「
を
か
し
う
思
す
」
の
で
あ
る
。「
こ
の
す
き
者
」（
＝
「
色
好
み
」）
た
ち
の
セ
オ
リ
ー
は
事
実
と
同
じ
ぐ
ら
い
確
か
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
何
の
疑
念
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
光
源
氏
の
姿
こ
そ
が
、
清
々
し
く
特
定
の
価
値
観
・
世
界
観
に
即
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
人
の
姿
だ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
が
夕
霧
と
雲
居
雁
の
家
庭
争
議
の
話
題
に
お
い
て
、
自
ら
の
恋
情
を
抑
え
ら
れ
な
い
「
色
好
み
」
た
ち
に
対
し
て
す
る
問
い
か
け
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
「
色
好
み
」
の
セ
オ
リ
ー
を
絶
対
化
す
る
在
り
方
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
了
解
で
き
よ
う
。
「
色
好
み
」
た
ち
を
束
ね
る
「
言
語
文
化
」
を
問
い
か
け
、「
色
好
み
」
と
し
て
生
き
る
最
中
も
異
な
る
立
場
の
考
え
方
を
持
ち
込
み
、
結
果
と
し
て
「
色
好
み
」
の
価
値
観
・
世
界
観
に
生
き
る
こ
と
に
「
物
懲
り
」
す
る
夕
霧
を
語
る
こ
と
で
、差
異
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
の
言
葉
の
営
み
。
こ
う
し
た
『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
の
営
み
を
学
習
者
が
本
文
に
即
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
本
単
元
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
本
単
元
の
学
習
を
通
し
て
、
時
折
夕
霧
が
見
せ
た
「
色
好
み
」
の
価
値
観
・
世
界
観
へ
の
馴
染
め
な
さ
に
反
応
し
た
と
思
し
き
、「
夕
霧
は
真
面
目
だ
か
ら
下
手
く
そ
」
と
の
学
習
者
の
言
葉
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
も
授
業
者
の
振
り
返
り
に
な
る
が
「
本
話
題
が
作
り
物
で
あ
り
、
創
造
者
が
い
る
点
を
認
識
し
た
学
習
者
は
、
な
ぜ
作
者
が
夕
霧
を
こ
の
よ
う
に
描
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
着
手
す
る
契
機
を
得
た
状
態
で
あ
る
」。
先
行
す
る
「
言
語
文
化
」
に
対
し
て
い
か
な
る
手
つ
き
で
『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
が
「
継
承
」
に
及
ぶ
の
か
。
そ
れ
を
、「
な
ぜ
作
者
が
夕
霧
を
こ
の
よ
う
に
描
い
た
の
か
と
い
う
」
問
い
に
し
て
考
え
る
足
場
の
一
つ
一
つ
を
学
習
者
が
自
ら
の
言
葉
で
形
に
し
つ
つ
あ
る
こ
と
こ
そ
が
本
単
元
の
最
大
の
成
果
で
あ
ろ
う
。
　
　
七　
お
わ
り
に
自
ら
と
異
な
る
立
場
の
考
え
方
を
完
全
に
排
し
て
特
定
の
セ
オ
リ
ー
を
ど
こ
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ま
で
も
追
い
求
め
る
人
の
姿
と
は
学
習
者
た
ち
自
身
に
と
っ
て
誰
の
ど
の
よ
う
な
姿
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
異
な
る
立
場
の
考
え
方
を
抱
き
つ
つ
、
別
の
考
え
方
に
強
烈
に
惹
か
れ
て
い
く
人
の
在
り
方
と
は
、
ど
の
よ
う
な
在
り
方
と
重
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
特
定
の
考
え
方
か
ら
脱
す
る
た
め
に
は
、『
源
氏
物
語
』
テ
キ
ス
ト
が
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
を
批
判
で
き
る
価
値
観
・
世
界
観
を
身
に
付
け
て
い
た
と
い
う
経
験
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
ま
で
学
習
者
が
テ
キ
ス
ト
の
「
言
語
文
化
の
継
承
」
の
相
を
引
き
受
け
て
は
じ
め
て
、
学
習
者
た
ち
の
「
言
語
文
化
の
継
承
と
創
造
」
に
関
わ
る
具
体
的
な
練
習
に
な
る
。
本
単
元
の
課
題
を
更
に
言
う
と
、
こ
の
ス
テ
ッ
プ
に
至
る
構
想
が
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
授
業
者
の
責
任
で
は
な
く
、
本
単
元
を
提
案
し
た
稿
者
の
課
題
で
あ
る
。
か
つ
て
、
仁
野
平
智
明
氏
は
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
の
継
承
と
発
展
」
を
め
ぐ
っ
て
、
中
学
校
の
教
科
書
よ
り
も
高
校
の
教
科
書
の
方
が
古
典
に
触
れ
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
明
ら
か
に
し
て
、
次
の
よ
う
な
古
典
学
習
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
案
し
た
。
「
国
語
総
合
」
に
お
け
る
古
典
作
品
の
教
材
化
の
あ
り
方
の
一
端
と
し
て
、
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
「
平
泉
」
の
場
面
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
ひ
と
つ
の
古
典
作
品
と
し
て
、
ま
た
そ
の
作
者
と
し
て
芭
蕉
と
そ
の
俳
文
や
句
に
触
れ
る
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
芭
蕉
も
ま
た
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
の
継
承
と
発
展
を
目
指
し
た
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
伝
統
継
承
の
仕
組
み
そ
の
も
の
に
思
い
を
は
せ
、
か
つ
、
芭
蕉
と
同
じ
く
伝
統
の
鎖
を
受
け
取
り
、引
き
継
ぐ
者
の
一
人
で
あ
る
自
ら
の
立
場
に
つ
い
て
、
学
習
者
が
よ
り
顕
在
的
に
捉
え
る
た
め
の
モ
デ
ル
と
し
て
芭
蕉
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。＊ 27
「
作
者
」
の
生
み
出
し
た
「
ひ
と
つ
の
」
孤
立
し
た
結
果
と
し
て
「
古
典
作
品
」
の
「
俳
文
や
句
に
触
れ
る
だ
け
で
な
く
」、「
鎖
」
の
よ
う
に
連
な
っ
た
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
の
継
承
と
発
展
を
目
指
し
た
」「
伝
統
継
承
の
仕
組
み
そ
の
も
の
」
を
、
授
業
を
通
し
て
復
元
し
、
芭
蕉
の
そ
れ
を
モ
デ
ル
と
し
て
学
習
者
が
自
ら
を
取
り
巻
く
言
語
表
現
へ
の
自
ら
の
態
度
に
つ
い
て
評
価
に
及
ぶ
。
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
提
言
で
あ
ろ
う
。「
伝
統
的
な
言
語
文
化
の
継
承
と
発
展
を
目
指
し
た
」
芭
蕉
の
苦
闘
を
、
い
わ
ば
手
本
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
に
は
な
お
慎
重
な
判
断
が
必
要
だ
と
し
て
も
、「
伝
統
継
承
の
仕
組
み
そ
の
も
の
」
に
目
を
向
け
て
こ
そ
、
同
様
に
「
伝
統
の
鎖
を
受
け
取
り
、
引
き
継
ぐ
者
の
一
人
で
あ
る
自
ら
の
立
場
」
を
学
習
者
が
自
覚
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
指
摘
は
首
肯
で
き
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
伝
統
継
承
の
仕
組
み
そ
の
も
の
」
と
は
、
創
造
に
関
わ
る
言
葉
の
営
み
と
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
頃
よ
り
も
い
っ
そ
う
盛
ん
に
「
言
語
文
化
の
継
承
と
発
展
」
が
唱
え
ら
れ
、
か
な
り
偏
っ
た
方
向
で
古
典
の
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
な
お
の
こ
と
、「
伝
統
継
承
の
仕
組
み
そ
の
も
の
」
で
あ
る
言
葉
の
営
み
を
い
か
に
古
典
の
学
び
と
し
て
形
に
し
、
そ
の
学
び
が
学
習
者
に
と
っ
て
新
し
い
現
実
を
「
創
造
」
す
る
、
い
か
な
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
な
る
の
か
は
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
（
村
山
太
郎
）
　
　
　
注
１　
拙
著
「
世
界
観
・
価
値
観
と
の
つ
き
あ
い
方
を
問
題
化
す
る
『
源
氏
物
語
』
教
材
の
開
発
に
向
け
て
―
夕
霧
と
雲
居
雁
の
語
ら
れ
方
を
通
し
て
―
」『
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要
』（
5
）、
武
庫
川
女
子
大
学
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
、2020/3/31
。
２　
深
沢
三
千
男
「
若
紫
巻
の
発
端
性
に
つ
い
て
の
考
察
―
発
想
源
と
し
て
の
深
層
の
二
話
型
と
の
か
か
わ
り
で
、潜
在
テ
キ
ス
ト
の
浮
上
と
始
動
―
」（『
日
本
文
学
』（
35-
5
）、
― 59 ―
日
本
文
学
協
会
、1986/5/10
）
や
田
坂
憲
二
「
夕
霧
巻
の
構
造
に
つ
い
て
：
夕
霧
＝
雲
居
雁
の
側
面
か
ら
」（『
香
椎
潟
』（
28
）、
福
岡
女
子
大
学
、1983/3/30
）
な
ど
。
３　
秋
山
虔
「
雲
居
雁
」（
同
他
編
『
源
氏
物
語
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』、
新
書
館
、1996/10/2
）
や
三
苫
浩
輔
『
源
氏
物
語
の
伝
承
と
創
造
』（
お
う
ふ
う
、1995/2/25
）。
４　
荻
野
こ
ず
枝
「『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
雲
居
雁
造
型
の
意
義
―
母
親
と
し
て
の
攻
防
―
」（『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
』（
83
）、
藤
女
子
大
学
日
本
語
・
日
本
文
学
会
、2010/11/30
）
や
平
林
優
子
「
雲
居
雁
の
変
貌
」（『
東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集
』
（
56-
1
）、東
京
女
子
大
学
、2005/9/14
）、菊
永
郁
子
「
雲
居
雁
創
造
」（『
国
文
研
究
』
（
39
）、
熊
本
女
子
大
学
国
文
談
話
会
、1996/3
）
な
ど
多
数
。
５　
安
藤
徹
「
雲
居
雁
三
態
」『
源
氏
研
究
』（
10
）、
翰
林
書
房
、2005/4/20
。
６　
安
藤
氏
の
論
文
（
先
掲
注
5
）
よ
り
も
早
く
に
こ
の
話
題
に
お
け
る
夕
霧
の
在
り
方
を
検
討
し
た
も
の
に
、三
田
村
雅
子「
夕
霧
物
語
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
制
―「
幼
さ
」・「
若
々
し
さ
」
と
い
う
非
難
か
ら
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』（
69-
8
）
至
文
堂
、2004/8
）
が
あ
る
。
７　
先
掲
注
1
拙
著
。
８　
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
、
小
学
館
『
完
訳
日
本
の
古
典
』
に
依
る
。
以
下
、
本
論
文
で
は
『
源
氏
物
語
』
に
限
り
出
典
掲
出
は
引
用
末
尾
に
巻
名
と
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。
９　
阿
部
公
彦　
他
著
『
こ
と
ば
の
危
機　
大
学
入
試
改
革
・
教
育
政
策
を
問
う
』（
集
英
社
、2020/6/22
）
や
対
談
《
紅
野
謙
介　
×　
伊
藤
氏
貴
》「
特
集　
国
語
教
育
か
ら
文
学
が
消
え
る
」（『
季
刊
文
科
』（
78
）（
鳥
影
社
、2019/7/15
）
所
収
）、
木
村
小
夜
「
読
む
」
力
と
「
国
語
」
入
試
の
明
日
」（『
現
代
思
想
』（
4
）（
48-
6
）（
青
土
社
、
2020/4/1
）
所
収
）
な
ど
。
10　
紅
野
謙
介
『
国
語
教
育
の
危
機
―
大
学
共
通
テ
ス
ト
と
新
学
習
指
導
要
領
』、
筑
摩
書
房
、2018/9/10
。
本
書
で
は
、
選
択
科
目
群
の
制
度
設
計
上
の
難
点
と
し
て
、「
論
理
国
語
」
四
単
位
の
選
択
は
自
明
で
、残
り
の
四
単
位
の
選
択
を
す
る
際
に
「
文
系
コ
ー
ス
の
高
校
生
に
対
し
て
は
「
文
学
国
語
」
に
す
る
か
、「
古
典
探
求
」
に
す
る
か
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
」
で
あ
る
し
、「
理
系
コ
ー
ス
で
は
「
古
典
探
求
」
を
選
ぶ
こ
と
は
少
な
い
」
だ
ろ
う
か
ら
、
結
局
そ
れ
は
、
文
学
と
古
典
の
ど
ち
ら
か
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
設
計
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
大
学
進
学
希
望
者
の
多
い
高
校
で
あ
る
な
ら
、
む
し
ろ
、「
古
典
探
求
」
四
単
位
の
選
択
を
決
定
す
る
こ
と
が
ま
ず
決
ま
り
、「
論
理
国
語
」
か
「
文
学
国
語
」
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
迷
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
方
が
実
情
に
近
い
の
だ
ろ
う
。
そ
の
実
情
に
、
実
用
的
な
文
章
を
問
題
文
に
採
用
し
た
性
急
な
大
学
入
試
改
革
が
加
わ
れ
ば
、「
論
理
国
語
」
と
「
古
典
探
求
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
（
進
学
校
で
は
）
大
勢
を
占
め
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
制
度
設
計
上
の
難
点
を
い
う
論
者
の
多
く
が
こ
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
（
例
え
ば
、日
本
文
藝
協
会
「
高
校
・
大
学
接
続
「
国
語
」
改
革
に
つ
い
て
の
声
明
」（2019/1/24
付
け
）
。
こ
こ
か
ら
「
高
校
国
語
か
ら
文
学
が
消
え
る
」（『
季
刊
文
科
』（
78
）（
鳥
影
社
、2019/7/15
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
五
十
嵐
勉
氏
の
論
文
の
表
題
「
高
校
国
語
か
ら
文
学
が
消
え
る
」
問
題
に
つ
い
て
」
の
一
部
）
と
い
っ
た
危
機
感
を
煽
る
よ
う
な
言
い
方
も
出
来
す
る
の
だ
が
、
こ
の
言
葉
が
一
人
歩
き
す
る
こ
と
へ
の
注
意
は
払
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。
と
い
う
の
も
、「
高
校
国
語
か
ら
文
学
が
消
え
る
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
、
文
学
を
扱
う
必
履
修
科
目
の
存
在
や
進
学
校
と
異
な
る
タ
イ
プ
の
高
校
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
の
で
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
か
ら
だ
。
何
よ
り
、
誤
解
に
基
づ
い
た
ま
ま
議
論
が
形
成
さ
れ
る
と
、「
論
理
国
語
」
と
「
文
学
国
語
」
と
い
う
科
目
編
成
に
対
す
る
議
論
が
、
国
語
教
育
に
文
学
は
必
要
か
不
要
か
と
い
っ
た
も
の
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、「
論
理
」
と
「
文
学
」
と
い
う
言
葉
に
そ
れ
ぞ
れ
知
と
情
と
を
割
り
振
る
こ
と
の
権
力
性
や
問
題
点
と
い
っ
た
非
常
に
重
要
な
論
点
が
深
ま
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
11　
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領（
平
成
30
年
告
示
）　
平
成
30
年
３
月　
告
示
』で
は
、「
文
学
国
語
」
の
目
標
の
三
つ
目
に
「
言
葉
が
も
つ
価
値
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
― 60 ―
生
涯
に
わ
た
っ
て
読
書
に
親
し
み
自
己
を
向
上
さ
せ
、
我
が
国
の
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
、
言
葉
を
通
し
て
他
者
や
社
会
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。」
と
見
え
る
。
12　
五
味
渕
典
嗣
「
文
学
の
貧
困
」（『
現
代
思
想
』（
4
）（
48-
6
）（
青
土
社
、
2020/4/1
）
所
収
）。
13　
先
掲
注
12
の
五
味
渕
典
嗣
氏
の
論
。
14　
大
滝
一
登
「
変
革
期
の
高
校
国
語
科
教
育
を
展
望
す
る
」『
変
わ
る
！　
高
校
国
語
の
新
し
い
理
論
と
実
践
―
「
資
質
・
能
力
」
の
確
実
な
育
成
を
め
ざ
し
て
』（
大
滝
一
登
・
幸
田
国
広
〔
編
著
〕）、
大
修
館
、2016/11/20
。
15　
十
文
字
富
美
絵
「
和
歌
か
ら
物
語
を
復
元
す
る
―
個
別
学
習
と
グ
ル
ー
プ
学
習
の
往
還
―
」。
先
掲
注
14
同
書
所
載
。
16　
大
元
理
絵「
古
典
探
求
」―
読
む
こ
と（
漢
文
）　
古
典
の
意
義
や
価
値
を
探
求
す
る
」
『
新
学
習
指
導
要
領
対
応　
高
校
の
国
語
授
業
は
こ
う
変
わ
る
』（
大
滝
一
登
・
幸
田
国
広
〔
編
著
〕）、
三
省
堂
、2018/9/10
。
17　
先
掲
注
16
の
大
元
理
絵
氏
の
論
。
18　
横
井
健　
他
「『
国
語
総
合
』（
古
典
学
習
）
の
授
業
開
発
（
高
校
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
）
―
「
１
年
生
国
語
総
合
『
和
歌
』
の
知
識
の
習
得
と
活
用
」
―
」
『
研
究
紀
要
』（
43
）、
愛
知
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
、2016/3/31
。
19　
横
井
健
「
高
等
学
校
「
古
典
Ｂ
」
―
和
歌
を
主
体
的
、対
話
的
に
学
ぶ
試
み
― 
―
「
ほ
と
と
ぎ
す
」「
雁
」
を
手
が
か
り
に
―
」『
研
究
紀
要
』（
46
）、
愛
知
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
、2019/3/31
。
20　
拙
著
「
テ
キ
ス
ト
の
「
批
評
」
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
の
古
文
学
習
」（『
日
本
語
日
本
文
学
論
叢
』（
13
）、
武
庫
川
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、2018/2/20
）
に
お
い
て
、『
伊
勢
物
語
』
二
十
三
段
「
筒
井
筒
」
が
い
か
に
読
み
継
が
れ
て
い
た
の
か
を
、
『
大
和
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
に
検
討
し
、「
言
語
文
化
の
継
承
」
の
過
程
で
読
み
替
え
ら
れ
、
継
承
さ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
の
一
例
を
示
し
た
。
21　
林
伸
樹
「
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
に
至
る
古
典
（
古
文
）
入
門
期
の
指
導
に
お
け
る
現
代
文
領
域
と
の
融
合
へ
の
試
み
―
新
学
習
指
導
要
領
「
言
語
文
化
」
を
視
座
と
し
て
―
」『
神
奈
川
大
学
心
理
・
教
育
研
究
論
集
』（
4
）、
神
奈
川
大
学
教
職
課
程
研
究
室
、
2019/3/15
。
22　
小
川
一
美
「
日
本
の
感
性
を
た
ど
る
―
古
典
と
近
代
以
降
の
関
連
し
た
文
章
を
つ
な
げ
て
読
む
―
」
変
わ
る
！　
高
校
国
語
の
新
し
い
理
論
と
実
践
―
「
資
質
・
能
力
」
の
確
実
な
育
成
を
め
ざ
し
て
』（
大
滝
一
登
・
幸
田
国
広
〔
編
著
〕）、
大
修
館
、
2016/11/20
。
23　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
本
文
は
、
岩
波
書
店
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
依
る
。
24　
『
竹
取
物
語
』
の
本
文
は
、
岩
波
書
店
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
依
る
。
25　
『
伊
勢
物
語
』「
六
十
五
段
」。
本
文
は
岩
波
書
店
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
依
る
。
26　
「
色
好
み
」
の
様
態
に
批
判
的
な
立
場
に
あ
る
夕
霧
を
伝
え
る
場
面
に
、
柏
木
が
死
に
至
る
病
を
得
た
き
っ
か
け
を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
、
女
三
宮
へ
の
想
い
が
い
く
ら
「
い
み
じ
う
と
も
、
さ
る
ま
じ
き
こ
と
に
心
を
乱
り
て
、
か
く
し
も
身
に
か
ふ
べ
き
こ
と
に
や
は
あ
り
け
る
。
人
の
た
め
に
も
い
と
ほ
し
う
、
わ
が
身
は
、
い
た
づ
ら
に
や
な
す
べ
き
」（「
柏
木
」
巻
四
一
頁
）
と
激
し
く
柏
木
の
「
す
き
心
」
を
非
難
す
る
も
の
も
確
認
で
き
る
。
夕
霧
本
来
の
立
場
は
身
を
滅
ぼ
し
か
ね
な
い
「
す
き
心
」
に
身
を
委
ね
る
の
は
全
く
理
解
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
伝
え
よ
う
。
27　
仁
野
平
智
明
「
古
典
作
品
の
教
材
化
に
お
け
る
重
複
の
諸
相 
：
中
学
３
年･
高
校
「
国
語
総
合
」
教
科
書
所
収
「
お
く
の
ほ
そ
道
（「
平
泉
」）」
を
例
に
」『
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
』（
64
）、
熊
本
大
学
、2015/12/18
。（む
ら
や
ま
・
た
ろ
う　
本
学
講
師
）
（
た
く
み
・
と
も
こ　
武
庫
川
女
子
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校　
国
語
科
教
諭
）
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